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研究成果の概要（和文）：本研究は、主に南部沿岸部で話されているマラガシ語を対象に記述と分析を行い、オースト
ロネシア語圏での比較研究へと発展させることを主眼としている。比較の対象として、ルルツ語の調査研究を行ってい
る。ルルツ語の譲渡可能、不可能の使い分け、及び所有人称代名詞を用いた等位文に関する分析を行った。これまで収
集したデータは現在辞書作成ソフトに入力し、公開の準備を進めている。また、調査を続ける過程で、ルルツ島での植
物利用、航海術を応用とした現地での伝統農法に関する資料が集まり、さらなる発展が期待される。成果の一部を、20
14年7月マレーシア、8月ボツワナ、11月沖縄で行われた各種学会で研究発表を行った。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study are :(1) to analyze the verbal categories of Tandroy 
dialect of Malagasy, (2) to describe the morphological system of the language, (3) to compare Tandroy 
with other Austronesian languages.
I carried out field research in French Polynesia and gathered the data on Rurutu languages spoken in 
Austral. I am now preparing the database on Tandroy languages to public as online database. I presented 
part of my research at some international conferences held in Malaysia, Botswana.

研究分野：フィールド言語学
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１．研究開始当初の背景 
マダガスカル語はオーストロネシア語族西
部マレー・ポリネシア語派に属し、マダガ
スカルの国民約 1700 万人および周辺地域
フランス海外県マヨット島で話されている。
マダガスカル語諸方言のうち書記資料の豊
富な首都近辺で話されている Merina 方言
とアラビア文字による書記資料の残る
Antaimoro 方言などについては詳細な研究
があるが、西洋諸語の文法に基づいて記述
された伝統文法ではマダガスカル語固有の
問題が正当に扱われていない。また、その
他の諸方言の研究の歴史は非常に浅い。オ
ーストロネシア諸語との比較研究に関心が
よせられる中、マダガスカル語諸方言の分
析は限られ利用可能な資料も乏しい。方言
連鎖（dialect continuum）に関する実証的研
究も進んでいないのが現状である。 
本研究で取り扱う Tandroy 方言を中心と
するマダガスカル南部沿岸地域の諸方言は、
マダガスカル語方言間の比較研究、方言連
鎖の解明、およびマダガスカル語諸方言の
系統的関係の解明に重要な位置を占める。 
新たな研究対象地域であるルルツ島は東
部ポリネシアの前史の解明に非常に重要な
位置を占める (Bollt 2008)。本研究は、マダ
ガスカル語の考察を深化させるとともに、
研究対象をポリネシア地域の諸言語へと拡
大し、新規の研究の可能性を模索する。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、応募者が従来取り組ん
できたマダガスカル語 Tandroy 方言とその
周辺の諸方言の調査・分析をさらに進め、
動詞カテゴリーを中心としたマダガスカル
語に特徴的な文法事象の詳細および方言連
鎖の様相を解明すること、そして、それら
を通じて、マダガスカル語諸方言がいかな
る歴史的経緯を経て現在のそれぞれの体系
に至ったかを考察することである。併せて、
マダガスカル語以外の同族言語の調査・分
析にも視野を広げ、単一の言語・地域だけ
の研究では気づき難い共通性や相関・相違
を見いだすことで、オーストロネシア諸語
の比較言語学研究への発展を目指す。 
 
３．研究の方法 
これまで研究対象としてきたマダガスカ
ル語 Tandroy方言、その周辺地域の Tanosy
方言、Mahafaly方言、南部 Vezo方言及び、
2011 年度に調査を開始した同族のポリネ
シア諸語を主たる研究対象とする。本研究
の研究対象言語は、全て未記述ないし消滅
の危機に瀕する言語であるため、現地での
フィールドワークで母語話者を対象に言語
調査を行い、これまでの応募者の一次資料
および本研究で採集する最新のデータをも
とに、分析と記述を進める。 
主な研究調査地は、これまで調査を行っ
てきた 3つの地域である。 

（1）マダガスカル南部の Tandroy話者地域、
Mahafaly話者地域、Tanosy話者地域 
（2）仏領ポリネシア・オーストラル諸島の
ルルツ島 
（3）ラパヌイ（チリ領イースター島） 
政情、天災によって、調査の是非が揺れ
ることがあるため、そのときの時勢に合わ
せて柔軟に調査地を選定する。 
 
４．研究成果 
 マダガスカルでの調査が、政情不安により、
研究者らが現地で命の危険に瀕する事故に
遭うなど、現地入りが困難となったため、こ
れまでのマラガシ語Tandroy方言の一次資料
をもとに、電子媒体での公開を目指したデー
タベースを作成中である（辞書作成ソフトを
利用）。諺や成句に見られるマダガスカル語
Tandroy 話者の植物や色の認識に関してまと
めて、民族植物学的視点からの分析を行い、
ボツワナ大学で開催された国際学会で発表
を行った。政情不安が続き、最終年度の 3月
にマダガスカルの首都に短期間滞在し、文献
収集を行った。Tandroy 話者でマダガスカル
国外に滞在している人との交渉も含め、今後
の資料収集の方法を検討中である。 
マダガスカル語を広くオーストロネシア
諸語の中から理解するために、ポリネシアで
の調査を継続している。 
本研究では、仏領ポリネシア、オーストラ
ル諸島のルルツ島で話されているルルツ語
を重点的に調査・研究を行った。2013 年 12
月と 2014 年 12月にそれぞれ 3週間現地調査
へ赴いた。ルルツ語の所有人称代名詞、譲渡
可能、不可能の使い分け、及び所有人称代名
詞を用いた等位文に関する分析を行った。ま
た、言語調査を続ける過程で、ルルツ島での
植物利用、オーストロネシア語圏に特徴的な、
占星術や航海術を応用とした現地での伝統
農法に関する資料が集まり、今後さらなる発
展が期待される。 
 言語の分析に加えて、仏領ポリネシアで話
されている、タヒチ語やフランス語といった
権威のある言語と、島固有の現地語との関係
といった社会言語学的観点から観察を行い、
簡易インタビュー調査や、研究協力者の助け
を得て、現地語の普及政策、教育制度に関す
る調査も行っている。 
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